
　市では、仮換地の使用収益が開始された土地及び保留地について平成24年度課税分から、本庄早稲田駅周辺
土地区画整理事業地区内の「みなす課税」を順次実施します。
　広報ほんじょう２月号で「みなす課税」導入のお知らせをしましたが、今回はよくあるご質問にお答えします。
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空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
季
に
、
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間　
３
月
１
日
㈭
～
７
日
㈬

重
点
目
標

○
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

○
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防
止
対
策

　
の
推
進

○
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る
防
火
安

　
全
対
策
の
徹
底

○
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け
た
取
組

　
の
推
進

○
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ

ン
ト　
―
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
―

◆
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

　
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

　
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

◆
４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

　
災
警
報
器
を
設
置
す
る

②
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

　
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す

　
る

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

　
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る

④
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

　
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
作
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
た
か
？

　
火
災
か
ら
大
切
な
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。
設
置
が
必
要
と
な
る
の
は
寝
室

で
す
。
ま
た
、
寝
室
が
２
階
な
ど
に
あ
る

場
合
は
階
段
に
も
取
り
付
け
が
必
要
で
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

や
家
電
取
扱
店
、
防
災
設
備
の
取
扱
店
等

で
購
入
で
き
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
☎
�
４
６
５

　

４

　
毎
年
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
や
製

品
事
故
に
よ
る
相
談
が
、
全
国
の

消
費
生
活
相
談
窓
口
な
ど
に
１
０

０
万
件
近
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
高
齢
者
の
被
害
が
多
く
、
全

相
談
件
数
の
３
割
を
占
め
ま
す
。

 

最
近
は
新
し
い
手
口
が
発
生
し
、

ま
す
ま
す
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
日
頃
か
ら
情
報
収
集
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
相
談
が
多
い
事
例
を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

【
事
例
①
】
出
会
い
系
サ
イ
ト
で

の
ト
ラ
ブ
ル

　
携
帯
電
話
で
会
員
交
流
サ
イ
ト(

Ｓ

Ｎ
Ｓ)

に
登
録
し
利
用
し
て
い
る

と
、｢

悩
み
を
聞
い
て
く
れ
た
ら

お
金
を
あ
げ
る｣

と
い
う
書
き
込

み
を
見
つ
け
ま
し
た
。
早
速
そ
の

相
手
に
メ
ー
ル
を
送
る
と
、
出
会

い
系
サ
イ
ト
に
誘
導
さ
れ
ま
し
た
。

相
手
の
メ
ー
ル
を
読
む
た
め
に
は

高
額
な
ポ
イ
ン
ト
代
を
払
う
必
要

が
あ
り
ま
し
た
が
、｢

お
金
を
あ
げ

る
」
と
い
う
言
葉
を
信
じ
て
メ
ー

ル
の
や
り
と
り
を
続
け
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も

お
金
が
も
ら
え
な
い
の
で
相
手
に

聞
く
と
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由
を
つ

け
て
お
金
の
支
払
い
を
先
延
ば
し

に
さ
れ
ま
し
た
。
結
局
、
サ
イ
ト

業
者
に
ポ
イ
ン
ト
代
と
し
て
１
０

０
万
円
払
い
ま
し
た
が
、
メ
ー
ル

相
手
か
ら
お
金
を
も
ら
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

　
会
員
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

や
懸
賞
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
い
る

う
ち
に
、
「
お
金
を
あ
げ
る｣

な

ど
と
い
っ
た
書
き
込
み
や
メ
ー
ル

で
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
誘
導
さ

れ
、
高
額
な
支
払
い
を
余
議
な
く

さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

　
メ
ー
ル
の
交
換
回
数
が
増
え
る

ほ
ど
サ
イ
ト
業
者
が
儲
か
る
仕
組

み
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
名
目
で

利
用
を
継
続
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

支
払
っ
た
ポ
イ
ン
ト
代
の
返
金
は

難
し
い
の
で
、
ネ
ッ
ト
上
で
知
り

合
っ
た
相
手
を
簡
単
に
信
用
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
事
例
②
】
未
公
開
株
購
入
で
の

ト
ラ
ブ
ル

　
自
宅
に
Ａ
社
か
ら
未
公
開
株
購

入
の
案
内
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
Ｂ
社
か
ら｢

Ａ
社
の

未
公
開
株
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

届
い
て
い
ま
す
か｣

と
い
う
内
容

の
電
話
が
あ
り
、｢

Ａ
社
の
未
公

開
株
を
購
入
す
れ
ば
、
Ｂ
社
で
２

倍
の
金
額
で
買
い
取
り
ま
す
」
と

言
わ
れ
た
た
め
、
未
公
開
株
を
１
、

０
０
０
万
円
分
購
入
し
ま
し
た
。

　
購
入
後
、
数
回
配
当
の
支
払
い

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
支
払

い
が
無
く
な
っ
た
の
で
Ａ
社
に
電

話
を
す
る
と
通
じ
な
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
い
つ
ま
で
た
っ

て
も
Ｂ
社
か
ら
買
い
取
り
の
連
絡

が
な
い
た
め
、
Ｂ
社
に
電
話
す
る

と
や
は
り
電
話
が
通
じ
ま
せ
ん
で

し
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

　
「
必
ず
儲
か
る
」、「
株
を
買
い

取
り
ま
す
」
と
い
う
言
葉
で
、
未

公
開
株
や
社
債
を
購
入
さ
せ
る
悪

質
な
勧
誘
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
事
例
の
よ
う
に
数
社
の

業
者
が
登
場
す
る
「
劇
場
型
」
と

い
わ
れ
る
手
口
が
多
く
、
そ
の
被

害
額
も
１
、
０
０
０
万
円
を
超
え

る
高
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
必

ず
儲
か
る
」
と
い
う
話
は
安
易
に

信
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
勧
誘
を
受
け
た
ら
、

近
く
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
消
費
生
活
相
談
窓
口

◎
本
庄
市
役
所
商
工
課

日
時　
毎
週
月
・
木
曜
日(

休
日
・

　
祝
日
を
除
く
）　
午
前
９
時
30

　
分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

　
30
分

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
商
工
課
（
☎

　
�
１
１
７
５
）
へ

◎
上
里
町
役
場
産
業
振
興
課

日
時　
毎
週
火
・
金
曜
日(

休
日
・

　
祝
日
を
除
く
）　
午
前
９
時
30

　
分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

　
30
分

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
上
里
町
産
業

　
振
興
課
（
☎
�
１
２
３
２
）
へ

４
月
か
ら
消
費
生
活
相
談
日
が

週
３
回
に
増
え
ま
す

　
市
で
は
、
毎
週
月
・
木
曜
日
の

週
２
回
、
消
費
生
活
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
４
月
か
ら
毎
週

月
・
水
・
木
曜
日
の
週
３
回
に
な

り
ま
す
。

　
商
品
購
入
や
契
約
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
、
身
に
覚
え
の
な
い
不

当
・
架
空
請
求
な
ど
に
お
困
り
の

人
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
商
工
課
☎
�
１
１
７
５

　
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
小
中
学

校
へ
の
就
学
が
困
難
な
児
童
生
徒

の
保
護
者
を
対
象
に
、
就
学
費
用

の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。
（
生
活

保
護
受
給
世
帯
は
申
請
不
要
）

対
象
者　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

　
し
、
教
育
委
員
会
が
援
助
を
必

　
要
と
認
め
る
人

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
家
庭

②
生
活
保
護
に
準
ず
る
程
度
に
困

　
窮
し
て
い
る
家
庭
（
生
活
保
護

　
が
停
止
又
は
廃
止
、
市
民
税
が

　
非
課
税
、
児
童
扶
養
手
当
を
受

　
給
中
、
そ
の
他
経
済
的
に
困
難

　
で
あ
る
な
ど
）

援
助
費
目　
学
用
品
費
、
通
学
用

　
品
費
、
校
外
活
動
費
、
修
学
旅

　
行
費
、
学
校
給
食
費
、
医
療
費

　
な
ど
の
一
部

用
意　

①
申
請
書
（
学
校
教
育
課
、
各
小

　
中
学
校
で
配
布
）

②
同
居
者
を
含
む
世
帯
全
員
の
所

　
得
課
税
証
明
書
（
控
除
金
額
の

　
記
載
が
あ
る
も
の
）

③
借
家
の
契
約
書
の
写
し
（
借
家

　
の
人
の
み
）

④
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
写
し

（
受
給
者
の
み
）

提
出
先　
学
校
教
育
課
（
市
役
所

　

４
階
）

★
学
校
教
育
課
☎
�
１
１
４
９

Q　今までの評価方法とどのように違うのですか？
Ⓐ　今までの従前地における評価は、原則登記簿の
地積に従前地の鑑定評価をもとにした価格を使用し
評価額を算出していましたが、本庄早稲田地区内の
「みなす課税」の対象地では、減歩後の仮換地の地
積に街区画地をもとに新たに付設した路線価を使用
し評価額を算出します。

Q　「みなす課税」とは何ですか？
Ⓐ　固定資産税はその所有者に課税されるものです
　が、土地区画整理事業施行地区内の土地に関して
　は、地方税法において仮換地等が使用収益できる
　ようになった日から事業満了までは、従前地の土
　地の登記簿上の所有者又は仮に使用している土地
　（保留地）の使用者を所有者とみなして課税がで
　きるとするものです。

Q　保留地を購入したのですが､課税はどうなりますか？
Ⓐ　保留地は従前地がないため、賦課期日現在の施行者
　以外の権利取得者を所有者とみなして土地補充課税台
　帳に登録します。登録された土地は、平成24年度から
　課税されます。

Q　土地の評価証明書の交付はどのようになりますか？
Ⓐ　証明書類は通常どおり交付されます。ただし、４月
　１日から「みなす課税」を行う土地については、所在
　地が街区画地番号に変更になり、その街区画地に対す
　る従前地が掲載された書類が添付されます。

Q　自分の土地がどのくらいの評価になるか知ることは
　できますか？
Ⓐ　市町村長は、固定資産の価格を毎年３月31日までに
　決定します。その価格は４月２日㈪から課税課でご覧
　いただけますので、身分証明書（運転免許証や健康保
　険証等）を持参のうえ、窓口までお越しください。

身
近
に
潜
む
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

本
庄
市
就
学
援
助
制
度
の
ご
案
内

平
成
24
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す

　
　
　
―
消
し
た
は
ず　
決
め
つ
け
な
い
で　
も
う
一
度
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
23
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
）

固定資産税の「みなす課税」とは？
～ ご 質 問 に お 答 え し ま す ～ ★課税課☎�１１２１

第22回火災予防ポスター展を開催
　本庄市・児玉郡内の21小学校から
応募のあった火災予防ポスターを下記
のとおり展示します。

日程　３月１日㈭～７日㈬
場所　イオンタウン上里
作品　本庄市・児玉郡内21小学校
　　　3,069作品中212作品


